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クラ シッ ク 音 楽 の 
エコ が な 鑑賞 法 。 





クラ シッ ク 音 楽 の エコ な 欠 賞 法 。 
Iwao Otsuka 


クラ シッ ク 音 楽 の エコ な 鍋 賞 法 。 そ れ 
は 何 か ? 


鑑賞 する に 当たっ て 、 労 力 や お 金 の 節約 や 俊 約 が 出来 
ぐっ 
気軽 に 聴け る こと 。 


クラ シッ ク 音 楽 の エコ な 鑑賞 法 。 そ の 
具体 的 内 容 。 


(1 ) 

楽譜 を 読め な く て も 楽し め る こと 。 

(方 法 ) 優れ た 演奏 の 音源 に 、 真 っ 先 に 触れ て 、 そ の 視 
聴 を 、 絆 り 返し 楽し むこ と 。 


(2 ) 

楽器 を 弾け な く て も 、 楽 器 の 知識 が 無く て も 楽し め る 
だ 

(方 法 ) お 気に入り の 演奏 家 が 演奏 し た 、 優 れ た 演奏 の 
音源 に 親しむ こと 。 


(3 ) 

学習 や 勉強 の 労力 を 使わ ず に 楽し め る こと 。 
学習 や 勉強 の 能力 が 無く て も 楽し め る こと 。 

(方 法 ) と に か く 、 自 分 が 聴い て いて 引き 込ま れる 演 
奏 を 、 何 で も 良い の で 、 少 し で も 沢山 探し 出し て 、 繰 


り 返 し 聴い て 楽し むこ と 。 


(4 ) 

演奏 会 に 行け な く て も 楽し め る こと 。 
演奏 会 場 が 近 場 に 無い こと を 気 に せ ず に 楽し め る こ 
(た 

(方 法 ) 安い 輸入 音楽 CD を 購入 し て 、 視 聴 を 楽し むこ 
と 。 無料 動画 サイ ト 上 の 音源 を ダウ ン ロ ー ド し て 、 イ 
コラ イザ ー で 音質 を 調節 し て 、 楽 し むこ と 。 


(5 ) 

チケ ッ ト 代 が 高い こと を 気 に せ ず に 楽し め る こと 。 
(方 法 ) 演奏 の 上 手 な アマ チュ ア 音 楽 家 の 無 料 演奏 会 に 
人 


(6 ) 

お 金 が 無く て も 、 貧 之 で も 、 無 料 で 楽し め る こと 。 
不便 な 田舎 暮らし で も 、 備 地 暮 らし で も 、 そ の 場 で 楽 
WO の 2 と 。 

(方 法 ) 安い 輸入 音楽 CD か 、 安 い 中 古 の 音楽 CD を ネッ 
ト 通 販 で 購入 し て 、 リ ッ ピ ング を 行っ た 後 、 衣 ち に 売 
却 す る こと 。 無料 動画 サイ ト 上 の 音源 を ダウ ン ロ ー ド 
し て 、 イ コラ イザ ー で 音質 を 調節 し て 、 楽 し むこ と 。 


(7 ) 
生活 が 多忙 で も 、 何 か 作業 を し な が ら の BGM と し て の 
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(方 法 ) ー ト フォ ン な ど で 、 無 料 動画 サイ ト 上 の 
和泊 を ダウ ン ロ ー ド し て 」 イコ ライ ザー で 音質 を 調節 
し 0 2 し じ し あ と 


安価 な いし 無料 の 氏 賞 法 。 


(1 ) 

録音 音源 を 利用 する 場合 。 

中 古 を 含む 、 安 価 な 音楽 CD メデ ィ ア の 購入 。 
無料 動画 サイ ト で の 無料 録音 の 視聴 。 


( 2 ) 

生 演奏 の 音源 を 利用 する 場合 。 

アマ チュ ア 演 奏 家 に よる 、 無 料 コ ン サ ー ト を 探し て 、 
積極 的 に 出かけ る こと 。 

生 演奏 を 聴く こと か 出来 る 。 

アマ チュ ア 演 奏 家 の 演奏 技術 は 、 高 度 な と ころ は 、 と 
て も 高度 で 、 聴 き 応 え が あ る 。 


音楽 鑑賞 に お いて 、 最 も 車 要 な こと 。 


聞こ えて くる 音 そ の も の へ の 没入 や 集中 や 夢中 に な れ 
る こと が 、 音 楽 の 楽し み の 根源 で ある 。 

それ は 、 音 楽 の 楽し み の 本 質 で ある 。 

それ の 獲得 や 実現 を 最 優先 すべ き で ある 。 

音楽 の 知識 や 漁 著 や 技能 は 、 二 番手 で 、 必 須 で は 無い 。 
それ ら は 、 最 車 要 で は 無い 。 


楽し みな 音源 の 見 つけ 方 。 


それ は 、 形 容 詞 に 着目 する こと で ある 。 

官能 評価 。 

その 分 類 一 覧 を 参照 する こと 。 

自分 に 合っ た 形容 詞 を 見 つけ る こと 。 

自分 に 合っ た 曲 と 演奏 と 録音 を 、 鉱 脈 発見 の 方 式 や 芋 掘 
り 式 に 見 出す こと 。 


自分 自身 の 内 面 の 趣向 を 自覚 する こと が 重要 で ある 。 
その た め に は 、 和 視聴 者 は 、 例 えば 、 以 下 の こ と を 行う 
べき で ある 。 

動画 サイ ト に アッ プロ ー ド され た 録音 を 、 聴 きま くる 
の 

音質 は 、 あ まり 良く な い が 、 無 料 で 可能 で ある 。 


形容 詞 の 付く 対象 。 


作曲 家 。 
演奏 家 。 
録音 者 。 
演奏 会 場 の 音響 の 設計 者 。 


2 テ 
首 色 。 


クラ シッ ク 音 楽 の 楽し さ 。 形 容 詞 。 作 
曲 家 の 分 類 。 


壮大 さ 。 冷 涼 性 。 穫 明 性 。 ドラ マチック さ 。 大 河 性 。 
ジジ ペリ ウス 、 


スマ ー ト さ 。 冷 源 性 。 箕 明 性 。 近 代 性 。 ドラマチック 
さ 。 
ニー ル セ ン 。 


強情 さ 。 激 情 性 。 拓 情 性 。 真 面目 さ 。 事 厚 さ 。 岩 石 性 。 


ベー トー ヴェ ン 。 


真面目 さ 。 甘 美 さ 。 挟 情 性 。 骨 厳 さ 。 重厚 さ 。 岩 石 性 。 
の oe 


真面目 さ 。 甘 美 さ 。 抹 情 性 。 重厚 さ 。 柔 軟 性 。 円 満 さ 。 


ジュ ユー マン 。 

壮大 さ 。 荘厳 さ 。 宗 教 性 。 真 面目 さ 。 

一 ト 

壮大 さ 。 諸 計 性 。 エ ネル ギー の 大 き さ 。 物 語 性 。 
ヤツ レト テラ クエ ドラ ウシ 。 

壮大 さ 。 甘 美 さ 。 巨 大 さ 。 ア ン バ ラ ンス 性 。 歌 謡 性 。 激 
情 性 。 

Eo 

宗教 性 。 敬 度 さ 。 巨 大 さ 。 重厚 さ 。 真面目 さ 。 央 厳 さ 。 
女 ら ぎ 。 癒 や し 。 


グー 
諸 座 性 。 身 軽 さ 。 軽快 さ 。 気 楽 さ 。 深 淵 性 や 、 暗 さ 。 
志 デ ジン デル ルド 。 


款 教 性 。 敬 度 さ 。 重厚 さ 。 骨 厳 さ 。 高 潔 価 。 ハ イレ ベル 
の 美 し さ 。 落 ち 着き 。 ア ッ ト ホ ー ム な 楽し さ 。 
JJ.S. ノ バツ ノ ハハ 。 


人 懐 っ こさ 。 暖か さ 。 勢 いや エネ ルギー の 大 き さ 。 リ 
ズム の 良さ 。 懐かしさ 。 歌謡 性 。 ウ ェ ッ ト さ 。 清涼 
性 。 深 い 休 上 息 や 癒 や し 。 感 情 に 訴え る 力 の 強 さ 。 
ドヴォルザーク 。 


人 懐 っ こさ 。 暖 か さ 。 勢 いや エネ ルギー の 大 き さ 。 リ 
ズム の 良さ 。 懐 か し さ 。 歌 謡 性 。 ウェット さ 。 美 し 


さ 。 華やか さ 。 装 飾 性 。 ヒ ステ リッ ク さ 。 
2 計 且 ら 

穫 明 性 。 清 ら か さ 。 洪 情 性 。 

ググ コク 。 


クラ シッ ク 音 楽 の 楽し さ 。 形 容 詞 。 
オー ケス トラ 指揮 者 の 分 類 。 


美 し さ 。 精 鐵 さ 。 合 奏 の 見 事 さ 。 ス ポー ティ ー な か 高速 
性 。 

ピン 。 

感動 の 大 き さ 。 熱気 の 強 さ 。 活 発 さ 。 エ ネル ギー の 大 
き さ や 分 厚 さ 。 

グー ヘル ツク 。 


斬新 さ 。 神 経 質 。 鋭 敏 さ 。 切れ味 の 鋭さ 。 
マル ケ ヴ ィ ッ チ 。 


明快 さ 。 穫 明 性 。 ク リア さ 。 


ノレ ー。 


明快 さ 。 精 緑 さ 。 合 奏 の 一 致 性 の 高 さ 。 ド ライ さ 。 切 れ 
味 の 鋭 さ 。 


ショ ル テ ィ イ 。 


受 華 さ 。 円 満 さ 。 筋 力 感 。 
オー マン ディ 。 


構築 感 。 組 み 立て 感 。 


ベー ム 。 


構築 感 。 重 厚 さ 。 
ヨッ ジン イチ ュ ョ 三 。 


軽快 さ 。 
フリ ッ チ ャ イ 。 


男 壮 さ 。 


ケン ペン 。 


肉 厳 さ 。 神 経 質 。 長 怖 感 。 
ムラ ヴィ ンス キー。 


重厚 さと 、 流 骸 さ や 高速 性 の 両立 。 
RS 


キビ キビ し た 仕事 師 の 感覚 。 活 発 な 躍動 感 。 引 き 締 
まっ た 統率 性 の 強 さ 。 
多 テ りり の し 。 


活発 さ 。 エ ネル キー の 大 き さ 。 爆発 性 。 粗 雑 さ 。 切 れ 味 
の 鋭さ 。 
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近代 性 。 ド ライ さ 。 精 紋 さ 。 切 れ 味 の 鋭さ 。 
ガン 5 た モリ ルレ 。 


粘着 性 と 運動 性 の 両立 。 
2 ペー ジス タイン 。 


音質 の 良さ 。 


それ は 、 録 音 技術 の 向上 に 基づく 。 

1956 年 か ら 、1958 年 頃 に か け て が 、 音 源 の 音質 
面 で の 分 水 信 に 当たる 。 

次 の 指揮 者 の 演奏 が 、 ち ょ うど 、 こ の 分 水 信 に 当たっ 
CUV 人 る 。 

0 た 二 1 

アン セル メ 。 

それ 以降 の 録音 は 、 音 質 が 良く 、 多 少 古 く て も 十分 に 楽 
し め る 。 


それ 以前 の 録音 は 、 た と え 著 名 な 演奏 家 の も の で も 、 
音 が 負 し く て 、 雑 音 化 し て いて 、 壊 滅 し て いる 。 な の 
で 、 そ れ ら の 視聴 時 に は 、 注 意 が 必要 で ある 。 た だ 

し 、 そ れ ら に お いて も 、 演 奏 音源 の エッ セン ス は 、 何 
と か 収録 され て いる も の が 多い の で 、 そ れ な り に 楽 

め る 場合 も ある 。 

メリ ルド ウキ ンク ラー と トド スカ 三 王 三 、 

の ペン 

これ ら の 高 名 な 演奏 家 の 録 音 は 、 音 質 が 悪い の で 、 注 
意 が 必要 で ある 。 


録音 の 分 類 。 


録音 は 、 ド ライ で 明快 な 録音 と 、 ウ ェ ッ ト で 豊潤 な 録 
音 と に 分 か れる 。 

ドラ イ で 明快 な 録音 。 マーキュリー の パレ ー や ドラ 
| 

ウェ ッ ト で 豊潤 な CBS や RCA の オー マン ディ 。 


音源 の 購入 。 


最近 の 新しい 演奏 家 の 録 音 は 、 音 質 は 良い が 、 値 段 が 高 

い 。 

値段 が 女 く て 、 音 質 が そこ そこ 許容 で きる 、1960 

年 代 の 録音 を 買う の が 良い 。 

国内 盤 の 値段 が 高い 日 本 で は 、 輸 入 毅 の ボッ クス の 購 

入 が 安上がり で ある 。 

人 和 は 、youtube み た いな 無料 の 動画 サイ ト に アッ プ 
ー ド され た 音源 を ダウ ン ロ ー ド し て 聴く の が 、 1 

コス ト パ フ ォ ー マ ンス が 良い 。 

動画 サイ ト の 音源 は 、 ア ッ プ ロー ド 後 の 音質 が あま り 

良く な い の で 、 イ コラ イザ ー で 高音 を 絞る な どの 対策 

が 必要 で ある 。 

そこ に は 、 著 名 で な く て も 良い 演奏 や 録音 が 、 い ろ い 

ろ あ る 。 


演奏 と 演奏 家 の 年 齢 と の 関係 。 


若い 演奏 家 の 録音 
紀 削り で 未成 吾 だ が 、 活気 や エネ ルギー が あ 


S キョ りー の クー ペリ ツク 


年 老い た 演奏 家 の 録 音 。 

それ は 、 老 成 は する が 、 活 気 が 無 く な り 、 つ ま ら な 
AS 

晩年 の ベー ム 。 

晩年 の カラ ヤン 。 


古典 音楽 と 現代 音楽 。 
クラ シッ ク 音楽 に は 、 古 典 音楽 と 現代 音楽 が ある 。 


古典 音楽 

飽き る ほど 、 繰 り 返 し 演奏 され る 。 

それ は 、 後 世に 残る 優秀 さ を 、 備 えて いる 。 

た だ し 、 そ れ ら は 、 絆 り 返し 演奏 され る こと で 、 陳 腐 
さ を 生 み 出 し て いる 。 

た だ し 、 作 曲 さ れ た 当時 は 、 斬 新 ど っ た 。 作曲 さ れ た 
当時 は 、 現 代 音 楽 だ っ た 。 

そう し た 古典 音楽 の 作曲 者 は 、 以 下 の 人 物 が 代表 的 で あ 
る 。 

ノバ ツノ ハ 。 

ベー トー ヴェ ン 。 


今 の 現代 音楽 

実験 的 で 斬新 だ が 、 た だ の 雑音 や 叉 音 に な っ て いて 、 
楽し く な いも の が 多い 

そう し た 現代 音楽 の 作曲 は 、 以 下 の 人 物 に よる 、 以 下 
の 技法 が 代表 的 で ある 。 

シェ ー ン ベル ク の 十 二 音 音階 


クラ シッ ク 音 楽 へ の 入門 の 仕方 。 


曲 や 演奏 や 録音 が 、 いか に 著名 で あっ て も 、 聴 く 本 人 
が つま ら な けれ ば 、 意 味 が な い 。 

た だ し 、 視聴 者 に 2 当初 は つま ら な く て も 、 独 
り 返 し 聴い て いる うち に 、 和 面白 く な っ て くる 面 も あ 
る 。 あ る い は 、 視 聴 者 に と っ て 、 体調 の 変化 に よっ 
て 、 面 白い と 感じ る 曲目 が 変わ っ て くる 和 面 も ある 。 


最初 は 訳 が 分 か ら な い が 、 瞬 間 瞬 間 で 、 楽 し く て 引き 


込ま れる フェ ー ズ が 、 頻繁 に 出現 する よう で あれ ば 、 
何 度 も 繰り 返し 聴く と 、 ど ん どん 面白 く な っ て くる 。 
その うち 、 曲 の 構成 や 、 演 奏 や 録音 の 特徴 や 個性 も 見 
えて くる 。 そ れ は 、 場 数 を 踏む こと で 、 自 然 に 分 か る 
内 の に の 

そこ まで 、 音 源 を 、 何 度 も 聴き 込む の が 良い 。 
音源 を 、 味 わい 尽く す の が 良い 。 


鑑賞 の 心得 。 そ の 本 質 。 


演奏 を 収録 し た 音源 と 衣 に 向き 合う こと が 大 切 で あ 
る 。 音 源 へ の 青 面 性 や 、 音 源 へ の 青 結 性 が 大 切 で ある 。 
音源 と の 人 請 接 対話 が 大 切 で ある 。 音 源 の エッ セン ス 
に 、 胡 に 出会う こと が 大 切 で ある 。 音源 へ の 没入 感 、 
集中 感 が 大 事 で ある 。 

以下 の 事柄 に 、 時 間 を 割 い て は いけ な い 。 音 楽 の 歴史 
解説 。 楽 譜 読 解 。 演 奏 技術 の 習得 。 作 曲 家 や 演奏 家 に つ 
いて の 知識 。 録 音 技術 に つい て の 知識 。 そ れ ら の 習得 
の 確保 。 社 会 的 上 位 者 に よる 評価 を 気 に す る こと 。 
少し で も 多く の 時 間 を 、 音 源 自 体 に 向き 合う こと に 当 
て る べき で ある 。 新 た な 音源 に 向き 合う に あたっ て の 
心がけ と し て 、 無心 さ 、 無 邪気 さ 、 初 々 し さ 、 初 心 が 、 
毎回 、 必 須 で ある 。 

演奏 の 解説 は 、 形 容 詞 を 重視 し て 、 読 む の が 良い 。 自 分 
に 合っ た 演奏 の 有する 形容 詞 は 何 か を 知る こと が 、 決 
定 的 に 重要 で ある 。 

社会 的 上 位 者 が 推薦 する か ら 聴 く の で は な く 、 自 分 が 
本 当 に 気 入 う て い る か ら 了 く 。、 どい うこ と が 、 夫 切 
で ある 。 自 分 が 夢中 に な れる 演奏 や 、 自 分 が 心 の 底 か 
ら リ ラッ クス で き て 快い と 思え る 演奏 に 、 自 力 で 出 会 
うこ と が 、 大 切 で ある 。 氏 賞 上 の 自律 性 が 大 切 で あ 
る 。 音 楽 評論 家 な どの 他人 の 推薦 は 、 そ の 手がかり の 


ー つ に 過ぎ な いと 心得 る べき で ある 。 

人 に よっ て 、 好 み の 音 源 は 違う も の で ある 、 と 認識 す 
べき で ある 。 人 は 、 遺 伝 的 に 多様 で ある 。 人 は 、 生 育 
環境 が 多様 で ある 。 人 は 、 価 値 観 が 多様 で ある 。 他 人 の 
評価 を 鵜呑み に し て は いけ な い 。 自 分 が どの よう な 音 
源 が 好き か 知る 上 で 、 自 主 半 断 が 大 切 で ある 。 
0 音楽 を 聴け る 時 間 は 、 限 られ て いる 。 自 
分 が 本 当 に 気に入っ て いる 音源 を 、 試 行 錯 諾 し な が 
ら 、 素早 く 、 MP 繰り 返し 聴く の が 良 
い 人 生 に つなが る 。 

音源 は 、 最 初 は 気に入ら な く て も 、 体 調 が 違う タイ ミ 
ング で 、 再 度 聴く と 、 夢 中 に な る こと も ある 。 筆者 の 
例 。 ブ プ ブルックナー 交響 曲 の アダ ー ジ ョ 。 筆 者 は 
曲 を 、 最 初 は 、 長 く 退 屈 で 遠ざけ て いた 。 し か し 、 健 
者 は 、 ぶ ふ 、 と 疲れ た 時 に 、 布 団 に 横たわっ た 状態 で 、 部 
屋 の 照明 を 暗く し て 、BGM 代 わり に 、 音 楽 を か け て み 
7 RA 人 筆者 は 、 そ の 素晴らし い 癒 や し 効果 
や 、 音 楽 の スケ ー ル の 大 き さ に 、 と て つも な く は まっ 
% 

古く て も 、 演 奏 の 音源 の エッ セン ス が 、 き ちん と 収録 
され て いる の が 、 良 い 録音 で ある 。 

ある 人 が 、 前 提 と され る 知識 を 何 も 知 ら な く て も 、 楽 
番 を 何 も 弾 け な く て も 、 聞 こえ て くる メロ ディ ー や 響 
き に 引き 込ま れ て 夢中 に な り 、 そ れ ら を 心 の 底 か ら 楽 
し め れ ば 、 そ の 人 は 、 そ れ だ け で 、 立 派 な クラ シッ ク 
理 楽 ファ ン で ある ・ それ は 、 演 奏 技術 や 音楽 理論 の 知 
識 や 音楽 歴史 の 知識 を 体 f きす る こ と まま も 。 すっ の 天 
切な か こと で ある 。 ク ラシック 音楽 を 、 勉 強 や 試験 合格 
や 演奏 技術 の 向上 の た め に 聴く と いう 姿勢 は 、 調 ち に 
描 て る べき で ある 。 

クラ シッ ク 音 楽 は 、 何 か を 0 NNN 。 

「 何 か を し な が ら の 視聴 」 、 幸 然 構わ な い : 音楽 - 
れ 自 体 を 楽し め て いる こ の 楽 を 視聴 する 
上 で の 外面 的 態度 の 良し 悪し は 、 問 題 に な ら な い . i 


座 を し て 聴く の で は な く 、 間 食 な ど を 食べ な が ら 聴 く 
こと で 、 全 然 構 わな い 。 


(初出 2021 年 9 月 。) 
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